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Ⅴ．特記事項 

 熊本保健科学大学（以下「本学」という。）では、「保健医療分野の教育と研究を通して

社会に貢献できる医療技術者を養成する」ことをミッションに、「『生きる』をひらくかけ

がえのない一人」を育てるため、特色あるサポート体制を整備している。 

1．学生ひとりひとりを大切にするスモールグループ担任制 

保健科学部では、少人数担任制度である「スモールグループ担任制」により、基本的に

専任教員 2 人がペアとなり、専任教員 1 人あたり 16 人程度・各学年 5～8 人の学生を担当

している。スモールグループには食事会などのための活動予算が配分され、学生相互及び

学生と教員の親睦を深めるために活用している。また、スモールグループ担任はセメスタ

ーに最低 1 度は担当学生との面談を実施し、修学ポートフォリオに基づき学修状況の把握

や学修の動機づけ、生活指導を行うと共に、4 年次の学生に対しては就職・進学・国家試

験に向けた助言を行う。その結果、学生にとってスモールグループ担任は最も身近な相談

できる存在となっている。更に、セメスターごとに保護者に郵送する成績表へコメントを

記載し、学生の状況を保護者へ伝える役割も担っている。 

2. 入学前から卒業までの教職協働による修学・キャリア支援 

保健科学部では、スモールグループ担任制に加えて、教職協働で「いつでも・どこでも・

だれにでも」相談できる全学的な修学・キャリア支援体制が構築されている。 

 入学前からのリメディアル教育（共通教育センター）や、学生同士の支援（ピア・サポ

ーター、アカデミックスキル指導員）、障がいのある学生に対する支援（学生相談・修学サ

ポートセンター）、学修相談室スタディ・サポート・カフェ（共通教育センター）などを通

して在学中の学修を支援している。 

また、就職・実習支援課では、学生ひとりひとりの個性に適った「テーラーメイド就職

支援」を実践している。4 年次の学生全員と面談し、本人の特性、希望、悩みなどを把握

することで、ミスマッチのない就職支援に繋げている。 

更に、就職要件として重要となる資格取得に向け、国家試験合格のための学修支援とし

て大学運営協議会のもとに設置している国家試験対策委員会と、各学科・専攻のワーキン

ググループが連携して、国家試験対策に関する年間計画を策定し、実行している。 

これら全学的な教職協働による支援体制の整備により、中途退学率の低さ（1.0%前後）

や開学以来 100%の就職率、全国平均を上回る国家試験合格率に繋がっている。 

3. 「学びたい」気持ちに応える経済支援 

  保健科学部では、勉学に強い意志を持った学生を経済的に支援するために、独自の奨学

制度や学納金延納制度を整備すると共に、熊本地震・九州北部豪雨の被災者に対する支援

を行っている。また、各年度の成績優秀者に対し奨励金を給付している。更に、本学が指

定する米国への短期留学（4 週間）に対しその費用の半額程度を補助すると共に（海外留

学奨学金制度）、大邱保健大学及びコンケン大学での短期研修や Global Student 

Leadership Program（大邱保健大学主催）において、渡航費を含むほぼ全額を大学が負

担することを通して、学生の「学びたい」気持ちに応えている。 


